
ユーザー

プライバシー対応への課題

データの重要性が高まり、企業によるパーソナルデータの収集や活用が進む中、データの提供者であるユーザーは情報提
供に対して敏感になってきており、その結果、情報を収集する企業では、問い合わせや管理などの管理工数が増えています。

企業

プライバシーポリシーは文字だらけで
言い回しも難解で複雑なため、
何を言っているか分からない・・・

データに関して問い合わせたが、
コールセンターにはつながらないし、
問い合わせ後の状況も分からない・・・

コンセントマネジメントをスムーズに
行いたいが、オフラインでの管理のため
リアルタイムに処理できない・・・

問い合わせ対応に追われ、
本来取り組みたい業務に取り組めない・・・

データ提供への不安

依頼フローへの不満 データ管理への不安

対応工数への不満

Political Economical Social Technological

関連法規の厳格化 プライバシー対応が
他社との差別化要素に発展

ユーザーがデータを
自己管理する意識の向上

各種技術（PDSなど）の

整備が進行

自社内のプライバシー対応が自動化され、
APIなどを使った簡便なデータ活用が可能なプラットフォーム

社内

グループ会社のデータまで活用が可能なプラットフォームグループ内

他社の社外データを含めて活用が可能なプラットフォーム他社業界を問わない他社

グループ会社内

自社内

ビ
ジ
ネ
ス
価
値
の
向
上

対応するパーソナルデータの範囲

プライバシーに関する
ユーザーエクスペリエンスの高度化支援

プライバシー対応を取り巻くトレンド

プライバシーを取り巻く環境は年々変化しており、関連法規が厳格化するとともに、人々の意識も変わり、パーソナルデータ
は自身で管理するものになってきています。またテクノロジーの進化によりプライバシー対応の仕組みを各社で構築できるよ
うになり、企業におけるプライバシーへの対応状況が企業の競争優位を作り出す状況になってきています。

データ活用ドライバーのためのプライバシー対応

プライバシー対応が進めばユーザーからの信頼が厚くなり、取得可能データも増加します。ただしこれらのデータを他社と共有
／活用可能にしてビジネス価値を最大化するには、自社内から順にデータ活用プラットフォームを整備していく必要があります。



データ基盤構築

 プライバシー管理統合基盤に最適な基盤を構築

AIアナリティクス

 AIなどを利用した新たなデータ活用を提案／実装

個人情報

購入履歴

位置情報

閲覧履歴

投稿内容

その他

ユーザー（＝データ提供者）

提供情報を端末で
詳細に自己管理

連携・提供データ
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Privacy Policy

明瞭な情報提供
（プライバシーポリシーなど）

管理情報
・個人情報
・コンセントマネジメント
・各種設定情報

その他API ・・・

企業（＝データ利用者）

20XX/X/X 問い合わせ状況

Xxxxxxxxxxxx
Xxxxxxxxxxxx

済み

未完了

〇〇様同意ステータス

Xxxxxx
20XX/X/X

同意

拒否

20XX/X/X

〇〇様用開示データ

Xxx
Xxx

分析利用

モニタリング利用

個々人の同意状況を
リアルタイムに確認可能

各種問い合わせ状況を
一目で確認可能

開示／削除の要求に
対して情報を提供

コンセントマネジメント用API

問い合わせ状況確認用API

情報開示／削除用API

他のサービスに拡張可能なAPIを構築
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お問い合わせ先

PwCコンサルティング合同会社
東京都千代田区丸の内2-6-1 丸の内パークビルディング
電話（代表） 03-6250-1200

林 和洋 080-3530-3393
パートナー kazuhiro.hayashi@pwc.com

藤川 琢哉 080-3358-8502
パートナー takuya.fujikawa@pwc.com

オプトイン／アウトに対する
柔軟な情報連携

YES／NO

選択情報を使って
会員登録しますか？

データ提供者も
適宜利用可能

管理画面から
直接遷移可能

PwCが精通する専門領域

Design
 ロードマップ策定支援

 プライバシー管理統合基盤構想策定支援

Build

 プライバシーポリシー策定支援（ページ作成含む）

 API設計支援

 プライバシー管理統合基盤ツール選定

 プライバシー by Design導入支援

 プライバシーに関するユーザーエクスペリエンスの
調査・分析

Assess

Imply
 プライバシーに関するユーザーエクスペリエンスの

ケイパビリティ向上／組織内定着化支援

User Experience (UX)

 ユーザーを第一に考えた体験の設計構築

プライバシー＆サイバーセキュリティ

 ユーザーセントリックなプライバシー対応と
セキュアなデータ連携環境の設計／運用を実現

プライバシー管理統合基盤

プライバシー管理統合基盤を構築すれば、ユーザー側は自らの端末で提供データを管理し、柔軟に情報を連携できるように
なります。一方、企業側は、連携されたデータを本基盤で集中管理し、用途ごとに整備されたAPIを通じて、容易に利用できる
ようになります。

プライバシー
管理統合基盤
（PDSなど）

PwCの提供するサービスと優位性

プライバシー管理に関するどのような課題にも対応可能なサービスを揃えており、アセスメントを通じて発見されたクライアント
の課題に応じて、各領域の専門家が対応します。
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